
                                   2011 年 11 月 

各 位 

 

       第 18 回 ホソカワ粉体工学シンポジウムのご案内 

   

粉体技術談話会 会長 増田 弘昭 

 

拝 啓  

 貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、当粉体技術談話会主催の「ホソカワ粉体工学シンポジウム」の第 18 回会合を、

ホソカワミクロン株式会社の本社にて開催することになりました。 

今回は「電池の研究開発と高性能化の鍵を握る粉体技術」のテーマで、別紙プログラム

に従って講演と討論を進めたいと存じます。講演の後、施設の見学も予定しております。

多数の方々のご参加を賜りますようにご案内申し上げます。 

 

 参加ご希望の方はお手数ながら、別紙参加申込書に所定事項をご記入の上、郵送、FAX

または e-mail にてご送信をお願い申し上げます。なお勝手ながら会場の都合により、満

席になり次第締め切らせて頂きますので、お早めにお申し込み下さいますようお願い申し

上げます。また、シンポジウムの後、懇親会を準備致しておりますので、引き続きご参加

頂けましたら幸甚です。 

敬 具 

 

記 

 

日 時：  2011 年 12 月 5 日（月）  

13：00～16：30 講演会  

16：30～17：10 見学会 

17：10～18：30 懇親会 

 

場 所： ホソカワミクロン(株) 本社 12 階 大会議室 

     〒573-132 大阪府枚方市招提田近 1-9 （Tel:072-855-2307） 

 

参加費： 無料  （満席になり次第締め切らせて頂きます。） 

以上 

 

 

 



第１８回ホソカワ粉体工学シンポジウム 
“電池の研究開発と高性能化の鍵を握る粉体技術” 

 

日 時：２０１１年１２月 ５日（月） 

    13:00～16:30 講演会、16:30～17:10 見学会、17:10～18:30 懇談会 

場 所：ホソカワミクロン株式会社 本社１２階 大会議室 

    〒573-1132 大阪府枚方市招堤田近１－９ 

主 催：粉体技術談話会 

後 援：ホソカワミクロン株式会社 

定 員：80 名  

（参加申し込み状況により、１機関１名の参加をお願いすることがある点ご了承下さい） 

 

プログラム： 

開会挨拶 13:00～13:10             粉体技術談話会会長 増田 弘昭  

 

（セッション１）       （司会：大阪大学 接合科学研究所 教授 内藤 牧男） 

講演１ 13:10～14:00 

燃料電池の実用化に向けて  

           山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター 教授 内田 誠  

  

講演 2 14:00～14:50 

 高安全な大形リチウムイオン電池の開発と今後の展望 

              エリーパワー株式会社 技術開発部 次長 杉山 秀幸          

Coffee Break 14:50～15:00 

（セッション 2）        （司会：同志社大学 理工学部 教授 日高 重助）         

講演 3  15:00～15:40 

 二次電池用電極の原料粉体の製造と評価  

        住友大阪セメント㈱ 新規技術研究所 グループリーダー 上原 賢  

講演 4 15:40～16:20 

 電池分野に貢献する最新粉体機器の動向 

                          ホソカワミクロン㈱ 粉体工学研究所 所長 猪ノ木 雅裕  

 

閉会挨拶 16:20～16:30     （財）ホソカワ粉体工学振興財団理事長 細川 悦男 

 

見学会  16:30～17:10        分析評価センター・電池材料関係粉体装置など  

懇親会  17:10～18:30        本社１２階 大会議室 

 
   以上 



Fax No.： 072－855－2926 
 
第１８回 ホソカワ粉体工学シンポジウム事務局 
ホソカワミクロン(株) 粉体工学研究所 
    知財管理室   横山豊和／青木淳子 宛 
        Tel.： 072-855-2307、 E-mail： jaoki@hmc.hosokawa.com 

                                             申込日：平成   年   月  日  

      第 18 回 ホソカワ粉体工学シンポジウム  参加申込書 

 勤務先名 
 

 
 

所属 
部課名 

 
 

連絡先住所 
 

（〒   －    ） 
 
 

 氏 名 
 

 
 

役職  
     

 Tel： Fax： 

 E-mail： 

 

＊準備の都合上、出・欠のいずれかに○印をつけて、ご予定をお知らせ下さい。 

講演会 出   ／   欠 

見学会 出   ／   欠 

懇親会 出   ／   欠 

 

＊本会の開催をどのようにして知られたか、下記に丸印をお付け下さい。 

   ・ホソカワミクロンからのご案内、 ・知人からの紹介、  

   ・ホームページ(ﾎｿｶﾜﾐｸﾛﾝ)、・ホームページ(ﾎｿｶﾜ粉体工学振興財団) 

   ・その他（                 ） 

 

＊その他のご要望等 

 
 
 
                                                                           

受付番号 



ホソカワミクロン株式会社 周辺地図 

 〒573-1132  大阪府枚方市招提田近１丁目９番地 

               TEL：072-855-2307   FAX：072-855-2926  

 

  

  ■駐車場が限られていますので、お車でのご来場はご遠慮下さい。 

■最寄り駅（京阪樟葉駅）から、タクシーで約 10 分、バスで約 20 分かかります。 

 

(1) 京阪樟葉駅へのアクセス（京都・大阪・大阪空港からの電車経路） 

【ＪＲ京都駅から】 
             近鉄              京阪（淀屋橋行き）   
    京都 ============ 丹波橋 ====================== 樟葉（くずは）              
            急行(10 分)      特急･急行(15 分)/普通(25 分) 
【ＪＲ新大阪駅から】 
           地下鉄御堂筋      京阪（京都方面行き） 
    新大阪=========== 淀屋橋 ====================== 樟葉                     
              (10 分)        特急(30 分)/準急(45 分) 
【大阪空港から】 
                  モノレール                                  京阪 
        大阪空港 ======== 門真(かどま)×門真市駅 ========== 樟葉 
           (伊丹)         (40 分)       (終点)   (30 分) 
 
(2) 樟葉駅からのバス 
   「国道田近」停車バス （４番バス乗場より発車） 
     [92][93][94]系統  枚方カントリー口・枚方カントリー・ 
                 長尾駅・藤阪ハイツ 行き    
           

 
 

 

 ダ
イ
コ
ロ 

国道 1 号線 

バス停留所 
「国道招提」 

ホソカワ

ミクロン

船
橋
川

至京都  
○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

至長尾駅 

 
 

バス停留所 
「国道田近」

至樟葉駅 

至大阪 
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